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吉野川市で行われる 
イベントのご紹介 

吉野川文化探訪フェスティバル（吉野川市会場） 
〈サブテーマ〉のぞいて　触れて　感じて　みいへんで 

吉野川がはぐくんだ文化や吉野川がもたらす

暮らしの豊かさを探求し、また、創造によりそ

の豊かさを楽しみ、新たな可能性を探りま

す。さらに、流域の魅力を発信するとともに、

人々が交流し、吉野川を取り巻く文化の再発

見、顕彰をするフェスティバルとします。 

漓 小学生と大人が箏合奏組曲「ホタルの歌」の演奏と

合唱を行います。 

滷 「水と生命と平和と」と題した対談と講演を行いま

す。 

澆 楽しい阿波弁の紹介をします。 

潺 全国から募集した、ホタルをテーマとする絵手紙につ

いて審査を行い、入賞作品を決定します。また、応募

作品を展示します。（8月10日まで作品を募集してい

ます） 

潸 子ども対象に「おはなし玉手箱」、「ホタル籠作りワー

クショップ」、「のっぽさんになろう」などを行います。 

澁 清流の里めぐりバスツアーを行います。 

と　き 

ところ 

10月28日豸 
午後1時～4時10分 
（バスツアーは午前9時～正午） 

吉野川市 鴨島公民館 
（鴨島町鴨島甲1番地） 

～主な内容～ 

ホ
タ
ル
絵
手
紙
展 

あ
な
た
の
作
品
も 

国
文
祭
で
展
示 

さ
れ
ま
す
！ 

皆
さ
ん
の
応
募
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
8
月
10
日
貊
ま
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、広
報
よ

し
の
が
わ
5
月
号
3
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、市
内
の
施
設

等
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

作
品
募
集
中
！ 

ホタル絵手紙展のパンフレット 

ちっかーず 

おもしろい 
おはなしだね 

ホ
、ホ
、 

　
ホ
タ
ル
来
い 

た
の
し
い 

　
バ
ス
ツ
ア
ー ！ 
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〈サブテーマ〉流れ出すリズム・サウンド・ハート～あふれろ！  inよしのがわ 

第22回国民文化祭 

古代、阿波忌部が開いた地、麻植を継承する吉野川

市にジャズ仲間が集い、ふるさと文化交流ジャズフェ

スティバルを全国にお届けします。軽やかなジャズ

のリズムが醸し出す自由な感性は、まちににぎわい

と潤いをもたらし、夢と希望に向かうエネルギーと

なるでしょう。 

◆こんなアマチュアバンドが出演します◆ 
○ペイジワンジャズオーケストラ 
○岡山理科大学Bon Bon Dream 
○カウントハードジャズオーケストラ 
○周南AMC 
○カイナーズ 
○ファニーカンパニージャズオーケストラ 
○茨城県立水戸工業高等学校ジャズバンド部 
　「BLUE BEGINNERS」 
○New Sound Waves Jazz Orchestra 
○13 Orphans' Jazz Orchestra 
○ザ・サニーサイドジャズオーケストラ 
○オールウェイズジャズオーケストラ 

吉野川ジャズフェスティバル 

と　き 

ところ 

11月4日豸 
正午～午後8時30分 

吉野川市 
アメニティセンター 
（山川町翁喜台95番地1） 

漓 全国から集まったアマチュアジャズバンド

による競演を行います。 

滷 ゲストミュージシャンを招へいし、鑑賞の

機会を提供するとともに、アマチュアミュ

ージシャンとの交流を図ります。 

澆 地元の伝説を題材に創作ジャズオペラ

「つつじ姫」を上演します。 

～主な内容～ 
さあ、聴きに 
行かなくちゃ！ 

　
秋
の
本
番
ま
で
の
間
に
、プ

レ
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
さ
れ

ま
す
。 

　
20
ペ
ー
ジ
（
裏
表
紙
）
に
も

「
ジ
ャ
ズ
と
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
ご
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
た
だ
聴
く
だ
け
で
な
く
、だ

れ
で
も
参
加
す
る
こ
と
の
で
き

る
催
し
で
す
。
文
化
に
親
し
む

良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

た
く
さ
ん 

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
！ 

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も 

あ
り
ま
す
！ 

問い合わせ 

市国民文化祭推進係 

蕁澤2236 
蕭澤2246

アマチュアバンド以外に 
プロのゲストミュージシャンも 
お招きします！ 



地
方
分
権
を
進
め
、
身
近
で
よ

り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し

て
、
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方

（
住
民
税
）
へ
３
兆
円
の
税
源
が

移
譲
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
１９
年
６
月
か
ら
住
民
税
が

増
え
ま
す
。

住
民
税
の
所
得
割
の
税
率
は
、

こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に

応
じ
て
３
段
階
の
構
造
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
１９
年
６
月
分

か
ら
は
１０
％
に
統
一
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ほ

と
ん
ど
の
方
は
住
民
税
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
住
民
税
が
増
え
て
も
、
所
得
税

が
減
る
た
め
、
税
源
移
譲
に
よ
っ

て
税
負
担
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

住
民
税
の
税
率
が
一
律
１０
％
と

な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
方
の
住
民
税

納
税
額
は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、

①
平
成
１９
年
１
月
か
ら
所
得
税
の

納
税
額
が
減
っ
て
い
る
こ
と

②
所
得
税
と
住
民
税
の
人
的
控
除

額
の
差
に
応
じ
た
減
額
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
こ
と

①
②
等
の
理
由
で
税
源
移
譲
に

○
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
１１
年
度
か
ら
、
景
気
対
策

の
た
め
に
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽

減
措
置
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た

定
率
減
税
が
、
最
近
の
経
済
状
況

を
踏
ま
え
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。

◆
所
得
税
は
平
成
１９
年
１
月
分
か

ら
廃
止

◆
住
民
税
は
平
成
１９
年
６
月
分
か

ら
廃
止

○
住
民
税
の
老
年
者
非
課
税
制
度

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
過
措

置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
、
６５

歳
以
上
の
方
（
昭
和
１５
年
１
月
２

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
は
、
平
成
１７
年
度
ま

で
住
民
税
が
非
課
税
で
し
た
が
、

こ
の
措
置
が
平
成
１８
年
度
か
ら
廃

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
急

激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
次

の
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
平
成
１８
年
度
は
税
額
の
３
分
の

２
を
減
額

◆
平
成
１９
年
度
は
税
額
の
３
分
の

１
を
減
額

◆
平
成
２０
年
度
以
降
は
、全
額
負
担

と
や
、
皆
さ
ん
の
収
入
の
増
減
な

ど
、
税
源
移
譲
と
は
別
の
要
因
に

よ
り
、
実
際
の
負
担
額
は
変
動
し

ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
広
報
よ
し
の
が
わ

平
成
１８
年
１２
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

よ
っ
て
負
担
合
計
額
が
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
左
図
参
照
）

※
た
だ
し
、
景
気
対
策
の
た
め
の

定
率
減
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
る
こ
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◇所得税　平成19年1月分から適用 → 
 
 
◇住民税　平成19年6月分から適用 → 

４段階の税率を、６段階に細分化（所得
税と住民税を合わせた税負担が変わらな
いように制度設計） 
３段階の税率から、一律１０％に（市民税
６％・県民税４％） （所得割） 
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13％ 

10％ 

6％ 

4％ 

市民税 

県民税 

3％ 3％ 

蚰 
市民税 

県民税 

移　　譲　　前 
所得税率 住民税率 

移　　譲　　後 
所得税率 住民税率 

あ
な
た
の
所
得
税
・
住
民
税
（
市
県
民
税
）
が
変
わ
り
ま
す

税
源
移
譲
以
外
の

主
な
変
更
点

※夫婦＋子ども2人の場合、子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。　※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 
★このほか、実際の負担増減額には、平成19年から定率減税が廃止される等の影響があることにご留意ください。 
★モデルケースの住民税（年額）は、所得割に係るもので、このほか均等割が課税されます。 

モデルケース…税源移譲による負担変動（年額）〈夫婦＋子ども2人の場合〉 

給与収入 
税源移譲前 税源移譲後 

300万円 

500万円 

700万円 

負担 
増減額 

0円 

0円 

0円 

所得税 

0円 

119,000円 

263,000円 

住民税 

9,000円 

76,000円 

196,000円 

合　計 

9,000円 

195,000円 

459,000円 

所得税 

0円 

59,500円 

165,500円 

住民税 

9,000円 

135,500円 

293,500円 

合　計 

9,000円 

195,000円 

459,000円 

問い合わせ　市税務課 蕁澤２２１５



廃
食
用
油
は

回
収
し
て
再
生

処
理
す
れ
ば
、

家
畜
の
飼
料
、

工
業
製
品
、
燃

料
等
に
有
効
利

用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
環
境
保
全
に

も
、
ま
た
家
庭
で
油
を
処
分
す
る

た
め
に
発
生
す
る
紙
類
や
布
類
の

「
ご
み
」
の
減
量
化
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
各
庁
舎
に
ド
ラ
ム
缶
を

利
用
し
た
回
収
容
器
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
対
象
の
油

家
庭
で
使
用
し
た
食
用
油
に
限

り
ま
す
。（
機
械
油
は
厳
禁
で
す
！
）

目
に
つ
く
油
か
す
な
ど
は
で
き
る

だ
け
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
ろ

過
ま
で
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
家
庭
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
と
は

生
ご
み
を
台
所
の
流
し
台
で
粉

砕
し
、
排
水
と
一
緒
に
排
水
管
に

投
入
す
る
装
置
の
こ
と
で
す
。
直

接
投
入
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、

下
水
処
理
施
設
へ
の
負
荷
が
大
き

く
な
る
の
で
吉
野
川
市
で
は
公
共

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
接

続
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
処

理
装
置
を
備
え
た
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ー
の
場
合
は
、
関
係
機
関
や
自
治

体
の
認
定
、
審
査
等
を
受
け
れ
ば
、

下
水
道
等
へ
接
続
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

廃
食
用
油
の
回
収

廃
食
用
油
の
回
収
を
試
行
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。（
ペ

ー
ジ
上
部
の
記
事
参
照
）

委
員
の
先
進
事
例
地
の
視
察
研
修

５
月
１５
日
に
上
勝
町
と
徳
島
市

飯
谷
町
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
分
別
や
再

生
利
用
を
促
進
し
、
市
民
意
識
を

高
め
な
が
ら
、
市
民
参
加
と
協
力

に
よ
る
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向

け
た
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー蕁

濆
５
６
９
７

４
月
２４
日
、
市
役
所
で
「
第
３

回
吉
野
川
市
の
ご
み
処
理
を
考
え

る
市
民
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
新
年
度
と
な
り
、
一
部
委

員
の
交
替
が
あ
り
ま
し
た
。
役
職

で
は
、
副
会
長
に
藤
原
一
正
委
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
委
員
（
敬
称
略
）

槇
納
謙
司
（
前
市
議
会
議
長
）

中
井
幹
晴
（
前
市
第
２
助
役
）

北
張
一
伸
（
市
自
治
会
連
絡
協
議

会
）

新
任
の
委
員
（
敬
称
略
）

藤
原
一
正
（
市
議
会
議
長
）

高
橋
哲
郎
（
市
第
２
副
市
長
）

会
議
の
主
な
内
容

家
庭
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
に
関

す
る
市
下
水
道
課
の
考
え
方
や
、

民
間
企
業
で
の
実
績
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
吉
野
川

市
で
の
機
器
導
入
の
是
非
は
、
社

会
実
験
な
ど
に
よ
る
総
合
的
な
有

効
性
の
検
証
が
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
に
研
究
、
検
討
を
重
ね

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

町
村
合
併
時
に
、
ご
み
出
し
の

方
法
が
変
わ
っ
た
た
め
と
ま
ど
っ

た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

２
年
半
が
た
ち
、
自
治
会
長
を
は

じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
が

浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
ま

だ
ま
だ
徹
底
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

◎
ご
み
を
置
く
場
所
だ
か
ら
こ
そ

き
れ
い
に
！

収
集
日
以
外
に
ご
み
を
出
す

と
、
収
集
さ
れ
な
い
の
で
そ
の
ご

み
だ
け
が
残
り
ま
す
。
収
集
日
よ

り
前
に
出
し
て
い
る
と
、
野
犬
や

カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
ま
す
。
ま
た

通
り
す
が
り
の
人
が
便
乗
し
て
ご

み
を
置
い
て
い
き
ま
す
。

◎
自
分
の
出
し
た
ご
み
に
責
任
を
！

自
治
会
名
と
氏
名
を
ご
み
袋
に

書
く
こ
と
で
、
自
分
の
出
し
た
ご

み
に
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ
自
覚

が
生
ま
れ
ま
す
。「
面
倒
く
さ
い
」

と
言
う
方
が
い
ま
す
が
、
必
ず
書

い
て
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
に
ご
み
を
出
す
こ
と
が
、

ご
み
の
減
量
や
ご
み
袋
の
節
約
に

つ
な
が
り
ま
す
！

問
い
合
わ
せ

鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー蕁

濆
５
６
９
７

西
環
境
セ
ン
タ
ー

蕁
瀚
５
３
３
３

回
収
場
所

★
市
役
所
庁
舎
東
側
集
積
場

★
川
島
庁
舎
西
北
側
駐
輪
場
隅

★
山
川
庁
舎
西
北
側
駐
輪
場
隅

★
美
郷
庁
舎
正
面
入
り
口
左
側
隅

回
収
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

出
し
方

①
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
入
れ
て
、
キ
ャ
ッ
プ
を

し
っ
か
り
締
め
て
く
だ
さ
い
。

（
ビ
ン
は
割
れ
る
の
で
厳
禁
！
）

②
設
置
し
た
ド
ラ
ム
缶
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ご
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
絶
対
ド
ラ
ム
缶
に
直
接
油
を
流

し
込
ま
な
い
こ
と
！
）
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鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

西
環
境
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

使
用
済
み
食
用
油（
廃
食

用
油
）を
回
収
し
ま
す

★
家
庭
ご
み
の
分
類
表
を
見

て
分
別
す
る
。

★
収
集
日
の
朝
、
8
時
30
分

ま
で
に
出
す
。

★
市
の
指
定
袋
を
使
い
、
必

ず
自
治
会
名
と
氏
名
を
記

入
す
る
。

★
他
の
自
治
会
の
集
積
場
に

出
さ
な
い
。

ご
み
を
考
え
る
！

家
庭
用
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
に
関

す
る
説
明
と
検
討

具
体
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
と
視
察
研
修

守
ろ
う
！

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

第
３
回
「
吉
野
川
市
の
ご
み
処
理

を
考
え
る
市
民
会
議
」
を
開
催



男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学

校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」。
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
政
府
や
地
方

公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん

ひ
と
り
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

６
月
２３
日
か
ら
２９
日
は
男
女
共

同
参
画
週
間
で
す
。
私
た
ち
の
ま

わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
協
力
関
係
）
に
つ
い
て
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
然
で
無
理
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
澣

講
演
テ
ー
マ

「
春
夏
秋
冬
の
ソ
ナ
タ
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
出
身
。
市
職
員
。
障
害

者
自
立
支
援
法
を
わ
か
り
や
す
く

提
示
。
利
用
者
の
た
め
に
簡
単
に

展
開
。
み
ん
な
の
暮
ら
し
の
た
め

に
親
し
め
る
よ
う
再
現
。

ソ
ナ
タ
形
式
の
話
の
中
か
ら
、

あ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
流
れ
、
ポ
ラ

リ
ス
が
輝
く
。

「
ピ
ッ
ツ
ァ
は
ど
う
分
け
て
食

べ
る
？
」
食
べ
物
を
題
材
に
し
た

話
か
ら
人
権
を
考
え
る
語
り
口
は

ま
る
で
日
替
定
食
。「
も
っ
た
い
な

い
。
そ
し
て
…
ご
ち
そ
う
さ
ま
。」

き
っ
ち
り
と
平
ら
げ
よ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

蕁
澤
２
２
２
９

さ
に
、
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
の

存
在
に
気
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。

１１
月
に
は
、
高
校
生
人
権
委
員

の
進
行
の
も
と
人
権
教
育
講
演
会

が
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
大
湾
昇
先

生
の
「
出
会
い
と
表
現
」
と
題
し

て
の
話
に
深
く
引
き
込
ま
れ
、
関

心
を
持
た
れ
た
保
護
者
の
方
々
の

参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

中
学
生
・
高
校
生
が
と
も
に
学
び
、

共
感
し
あ
う
場
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
と
高
校
生
と
が
と
も
に

活
動
す
る
な
か
で
、
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
、
豊
か
な
学
び
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
蕁
澤
２
２
２
９

※
Ｃ
Ａ
Ｐ
（C

h
ild
A
ssau

lt
P
rev
en
tion

）
…

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
。
い
じ
め
・
誘
拐
・
性

暴
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
か
ら
子
ど
も
が
自

分
自
身
を
守
る
た
め
の
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
校
は
、
昨
年
４
月
、
川
島
高

等
学
校
の
敷
地
内
に
併
設
型
中
高

一
貫
教
育
校
と
し
て
新
し
く
作
ら

れ
た
学
校
で
す
。
通
学
区
域
は
吉

野
川
市
を
中
心
に
広
範
囲
に
渡
っ

て
お
り
、
生
徒
は
大
変
意
欲
的
に

学
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

川
島
高
校
で
恒
例
と
な
っ
て
い

る
鴨
島
養
護
学
校
と
の
交
流
で

は
、
学
校
祭
（
９
月
）
で
交
流
希

望
の
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
中
学
生
も
参
加

し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
に
は
、
車
い
す
体

験
・
介
助
体
験
を
し
ま
し
た
。
道

路
や
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

ま
た
「
人
の
心
」
が
バ
リ
ア
を
な

く
そ
う
と
働
き
か
け
る
こ
と
は
も

っ
と
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
が

学
び
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
で
し

た
。１０

月
に
は
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
学
び
、
自
分
自
身
の
存
在
の
尊

だ
れ
も
が
安
心
し
て
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
築
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
が
家
庭
の
中
に
、
地
域
の

中
に
、
社
会
の
中
に
、
ど
う
関
わ

っ
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。

今
年
の
男
女
共
同
参
画
週
間
の

標
語
に
は
、「
仕
事
と
暮
ら
し
の

調
和
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
い

将
来
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
女
間
も
協
力
し
合
い
、
仕
事

と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
だ
れ
も
が
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
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だ
れ
も
が
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
せ
る
よ
う
に

毎
年
、
６
月
２３
日
か
ら
２９
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

〜
平
成
１９
年
度
標
語
〜

い
い
明
日
は

仕
事
と
暮
ら
し
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

CAPワークショップ（体験型学習会）
で学ぶ

人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
中
高
が
と
も
に
活
動
す
る

な
か
で
豊
か
な
学
び
を
」

―
県
立
川
島
中
学
校
―

講
師
団
活
躍
中

傑
怪

吉
よし

田
だ

元
もと

美
み



４
月
１０
日
、
鴨
島
温
泉
「
鴨
の

湯
」
の
入
場
者
が
、
８０
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。

８０
万
人
目
と
な
っ
た
大
舘
真
由

美
さ
ん
（
鴨
島
町
森
藤
）
に
は
、

市
か
ら
花
束
や
記
念
品
の
吉
野
川

市
物
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
等
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
と
し

ル
の
水
を
飲
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。
平
松
さ
ん
は
、
庭
や
畑
の
草

取
り
を
し
た
り
、
窓
際
に
座
り
日

向
ぼ
っ
こ
を
し
た
り
す
る
の
が
好

き
で
す
。
３
人
と
も
お
元
気
で
、

誕
生
日
に
は
親
族
が
大
勢
集
ま
り

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
１９
人
（
女
性
１６
人
男
性
３

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

中
さ
ん
は
、
昔
か
ら
花
が
好
き

で
よ
く
手
入
れ
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
部
屋
に
花
を
飾
っ
て
い
ま

す
。
食
べ
過
ぎ
な
い
の
が
長
寿
の

秘
訣
と
の
こ
と
で
す
。
川
端
さ
ん

は
、
畑
で
野
菜
を
作
っ
た
り
、
テ

レ
ビ
で
す
も
う
や
高
校
野
球
を
見

た
り
す
る
の
が
好
き
で
す
。
ま
た
、

健
康
の
た
め
に
毎
日
約
２
リ
ッ
ト

４
月
９
日
、
川
島
町
鑿
村
の
中

ユ
キ
ヱ
さ
ん
、
４
月
１７
日
、
山
川

町
西
ノ
原
の
川
端
文
夫
さ
ん
、
５

月
２
日
、
鴨
島
町
喜
来
の
平
松
ユ

キ
ノ
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
（
３
人
と
も
明
治

４０
年
生
ま
れ
）、
市
や
県
か
ら
祝

い
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

て
そ
の
後
の
入
場
者
に
タ
オ
ル
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
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き 

と 
ご 
で 
き 
ご 

と 
で 

花
束
と
記
念
品
を
受
け
取
る
大
舘
真
由

美
さ
ん
（
写
真
左
）

鴨
島
温
泉
「
鴨
の
湯
」

入
場
者
80
万
人
突
破

３
月
２
日
、
市
消
防
団

川
島
方
面
副
団
長
の
相
原

忠
さ
ん
（
川
島
町
学
）
が
、

消
防
団
員
と
し
て
最
高
の

名
誉
で
あ
る
消
防
庁
長
官

表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

相
原
さ
ん
は
、
地
域
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
３０
年
を
超
え
て
消

防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰

消防庁長官表彰を受賞された相原忠さん

百
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

4月9日に百歳を迎えた
中　ユキヱさん

4月17日に百歳を迎えた
川端　文夫さん

5月2日に百歳を迎えた
平松　ユキノさん

春
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
っ
た
５
月
１１
日
、
一

斉
街
頭
指
導
が
国
道
１
９
２
号
線
沿
い
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

市
内
１７
か
所
の
交
差
点
で
、
吉
野
川
市
長
を
は
じ

め
と
し
て
、
交
通
安
全
母
の
会
、
吉
野
川
地
域
交
通

安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
、
交
通
安
全
関
係
団
体
、

市
職
員
な
ど
１
８
０
人
が
「
携
帯
電
話
運
転
中
禁
止
」

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
」「
飲
酒
運
転

絶
対
禁
止
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ハ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
や

の
ぼ
り
を
手
に
、
通
勤
途
中
な
ど
の
道
行
く
人
た
ち

に
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

一
斉
街
頭
指
導
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
１
９
２
」

のぼりやハンドプレートで交通安全を訴える



４
月
２１
日
、
鴨
島
公
民
館
で
こ

い
の
ぼ
り
作
り
（
市
教
育
委
員
会

主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も

た
ち
が
２０
人
参
加
し
、
布
で
作
っ

た
長
さ
約
８０
袍
の
こ
い
の
ぼ
り

に
、
い
ろ
い
ろ
な
色
を
使
っ
て
思

い
思
い
の
模
様
や
イ
ラ
ス
ト
を
描

き
、
自
分
だ
け
の
こ
い
の
ぼ
り
を

作
り
ま
し
た
。

個
性
的
に
、
カ
ラ
フ
ル
に
仕
上

が
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
は
、
鴨
島
町

に
あ
る
向
麻
山
北
側
の
休
耕
田

に
、
昨
年
ま
で
に
子
ど
も
た
ち
が

作
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
と
と
も
に
揚

げ
ら
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
１
１
９
団
体
、
約
４

２
０
０
人
が
参
加
し
て
集
め
た
ご

み
の
量
は
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
３０

台
分
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
前
の
１
週
間
に
は

「
市
内
一
斉
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン

週
間
」
と
し
、
多
く
の
団
体
・
事

業
所
の
方
に
も
環
境
美
化
活
動
へ

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
境
美
化
活
動
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
を
し
な
い
よ
う
に
し
、
美
し
い

環
境
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
」
環
境

美
化
統
一
実
施
日
の
５
月
１３
日
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
内
全
域
で

た
く
さ
ん
の
住
民
の
皆
さ
ん
や
団

体
・
事
業
所
の
方
が
参
加
し
、
一

斉
に
市
内
の
大
掃
除
を
行
い
ま
し

た
。薄

曇
り
で
風
の
強
い
天
候
の

中
、
公
園
や
駅
な
ど
の
公
共
施
設

周
辺
や
道
路
、
河
川
敷
な
ど
の
あ

き
カ
ン
、
あ
き
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
収

集
し
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

５
月
１１
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、

堀
内
佳
さ
ん
の
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
の
生
命
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
今
の
自
分
を
好

き
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
鴨
島
第

一
中
学
生
・
鴨
島
東
中
学
生
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

市
の
意
識
調
査
で
は
、
も
っ
と

も
有
名
な
人
権
講
師
に
堀
内
さ
ん

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

並
ん
だ
１
０
０
匹
の
こ
い
の
ぼ
り

が
、
川
田
川
の
上
を
気
持
ち
よ
く

泳
い
で
い
ま
し
た
。
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個性的なこいのぼりができあがりました

川田川の上を優雅に泳ぐこいのぼり

みんな真剣に描いています

堀
内
佳
「
そ
の
ま
ま
の
君
で
」
コ
ン
サ
ー
ト

虹色の声を持つ男、堀内佳

ま
た
、
同
じ
４
月
２１
日
、
美
郷

ほ
た
る
館
駐
車
場
前
で
、
毎
年
恒

例
の
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
５０
匹
ず
つ
２
列
に

大
空
を
泳
ぐ

こ
い
の
ぼ
り

（
表
紙
写
真
）

「
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
」

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
み
捨
て
禁
止
の
看
板
の
あ
る
と
こ
ろ

に
も
ポ
イ
捨
て
ご
み
が
あ
り
ま
し
た

あっという間にたくさんのごみが集まりました



５
月
２０
日
前
後
か
ら
、
山
川
町

奥
野
井
の
船
窪
つ
つ
じ
公
園
で
、

市
の
木
で
あ
り
、
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
ン
ツ
ツ

ジ
の
花
が
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
見
物

客
が
訪
れ
、
花
の
鮮
や
か
な
赤
と

新
緑
の
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

川
島
万
葉
植
物
園
の
マ
ツ
は
、

川
島
城
に
沿
う
よ
う
に
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
松
の
葉
は
針
状
で
、

幹
は
堅
い
殻
で
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。
松
ぼ
っ
く
り
や
松
笠
は
皆
さ

ん
ご
存
じ
で
す
ね
。

『
磐
代
い
わ
し
ろ

の
　
浜
松
が
枝え

を

引
き
結
び
　
真
幸さ
き

く
あ
ら
ば

ま
た
還
り
見
む
』（

有
馬
皇
子
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
磐
代
の
浜
に
生
え
て
い
る
松
の

枝
を
引
き
結
ん
で
お
く
。
幸
い
に

も
無
事
で
あ
る
な
ら
ば
、
再
び
帰

っ
て
き
て
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
」
と
い
う
意
味
で
す
。

５
月
２０
日
、
第
８
回
四
国
三
郎
を
ま
た
ぐ
空
海
の

道
（
１０
番
札
所
切
幡
寺
〜
１１
番
札
所
藤
井
寺
経
由
ひ

ま
わ
り
農
産
市
）
と
第
１３
回
最
後
ま
で
残
っ
た
空
海

の
道
（
１１
番
札
所
藤
井
寺
〜
１２
番
札
所
焼
山
寺
経
由

鍋
岩
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
平
地
コ
ー
ス
に
は
約
２
５
０

人
、
山
道
コ
ー
ス
に
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
１
２

０
０
年
前
に
空
海
が
歩
い
た
当
時
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
豊
か
な
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

山
道
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
６３
歳
の
女
性
は
、「
焼

山
寺
ま
で
の
道
の
り
も
か
な
り
苦
し
か
っ
た
け
ど
、

最
後
の
焼
山
寺
か
ら
鍋
岩
ま
で
の
下
り
坂
が
今
日
の

ウ
ォ
ー
ク
の
中
で
一
番
苦
し
か
っ
た
。
で
も
、
来
年

も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

2007年（平成19年）6月13日
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オ
ン
ツ
ツ
ジ
が
満
開
に

空
海
の
道
ウ
ォ
ー
ク

川
島
万
葉
植
物
園

マ
　
ツ

マ
ツ
科〈表紙写真〉

特別真っ赤に染まったオンツツジ 公園の散策を楽しむ人たち

さあ出発だ！木々の中をひたすら進む

山
道
コ
ー
ス

高越山を背に

平
地
コ
ー
ス

焼山寺まで来ました 潜水橋で吉野川を渡る

山の空気はさわやかです



現
在
、
児

童
手
当
を
受

け
て
い
る
す

べ
て
の
方

は
、
毎
年
６

月
中
に
「
現

況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
受
付
期
間
中
に
提
出
が

な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
期
間
中
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間

６
月
２９
日
貊
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４

時提
出
場
所

子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁
舎
１

階
）、
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
現
況
届
（
各
受
給
者
に
送
付
し

て
い
ま
す
）

・
印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
補
装
具
（
義
足
・
車
い
す
・

補
聴
器
・
矯
正
眼
鏡
な
ど
）
の
費

用
の
支
給
、
ま
た
日
常
生
活
用
具

（
特
殊
寝
台
・

聴
覚
障
害
者
用

屋
内
信
号
装

置
・
盲
人
用
時

計
な
ど
）
の
給

付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
介
護

障
害
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
受
給
条
件
、
申
請
に
必
要
な
も

の
は
希
望
種
目
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
障
害
課
　
障
害
福
祉
係

蕁
澪
６
６
１
３

６
月
は
市
・
県
民
税
（
第
１
期
）

の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
７
月
２
日
豺

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

蕁
澤
２
２
１
５

３
人
目
以
降
一
人
に
つ
き
３
０
０

０
円問

い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課
　
児
童
母
子
福

祉
係

蕁
澪
６
６
１
４

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で
、
平
成

１７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

で
先
順
位
の
ご
遺
族
お
ひ
と
り
に
、

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１．

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２．

戦
没
者
等
の
子

３．

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
あ

り
、
戦
没
者
等
と
同
じ
姓
の
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４．

右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５．

右
記
１
〜
４
以
外
の
ご
遺
族

で
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま
で
、

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
が

あ
っ
た
３
親
等
以
内
の
親
族

請
求
期
間

平
成
２０
年
３
月
３１
日

ま
で

請
求
窓
口

地
域
福
祉
課

（
川
島
庁
舎
１
階
）

問
い
合
わ
せ

市
地
域
福
祉
課

蕁
澪
２
１
１
１

児
童
扶
養
手
当
は
、
両
親
の
離

婚
等
で
父
親
の
い
な
い
児
童
な

ど
、
父
親
と
生
計
を
共
に
し
て
い

な
い
児
童
を
養
育
・
監
護
し
て
い

る
方
（
た
だ
し
公
的
年
金
を
受
け

て
い
な
い
場
合
）
に
支
給
さ
れ
ま

す
。こ

の
制
度
は
請
求
手
続
き
を

し
、
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ

て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
所
得
の
額
に
よ
っ
て
は
受
給

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
過
去
に
所
得
制
限
で
手
当
を

受
け
て
い
な
い
方
で
も
、
所
得
の

状
況
が
変
化
し
た
こ
と
で
受
給
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
子
育
て

支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
手
当
額

額
は
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の

た
め
、
毎
年
度
変
更
に
な
る
予
定

で
す
。
平
成
１９
年
度
手
当
額
は
次

の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

４
月
分
か
ら（
月
額
）

◇
児
童
数
１
人
の
場
合

全
部
支
給
４
万
１
７
２
０
円

一
部
支
給
４
万
１
７
１
０
〜
９
８

５
０
円

◇
児
童
数
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
５
０
０
０
円

以
外
の
も
の
）

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
会
社

員
な
ど
で
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
方
の
み
）

・
平
成
１９
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
１９
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
の
み
）

児
童
と
住
所
が
違
う
方

・
申
立
書

・
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住

民
票
（
児
童
の
住
所
が
吉
野
川
市

以
外
に
あ
る
方
）

４
月
か
ら
、
３
歳
未
満
の
乳
幼

児
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当

の
額
が
、
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら

ず
一
律
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
子
お
よ
び
第
２
子
の
手
当
額

は
、
３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は

５
千
円
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
よ
し
の
が
わ

５
月
号
１０
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課
　
児
童
母
子
福

祉
係

蕁
澪
６
６
１
４
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情
報
ひ
ろ
ば 

お
知
ら
せ

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

4
月
1
日
か
ら
児
童
手
当
制
度

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

障
害
者
補
装
具
費
支
給
お

よ
び
日
常
生
活
用
具
給
付

6
月
は
市
・
県
民
税
（
第

1
期
）の
納
付
月



食
料
安
全
推
進
室
　
循
環
型
農
業

推
進
担
当

蕁
０
８
８（
６
２
１
）２
４
３
２

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
多
発
性
硬

化
症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
な

ど
、
原
因
が
不
明
で
あ
っ
た
り
治

療
方
法
が
未
確
立
で
あ
っ
た
り
す

る
病
気
を
難
病
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
難
病
の
方
の
日
常
生

活
の
お
手
伝
い
や
話
し
相
手
と
な

る
方
を
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
募
集
し
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
・
内
容
・
会
場

６
月
１９
日
貂
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
／
講
義
／
吉
野
川
保
健
所

６
月
２６
日
貂
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
／
介
護
実
習
／
徳
島
病
院

７
月
６
日
貊
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
／
講
義
／
吉
野
川
保
健
所

募
集
人
数

２０
人
程
度

参

加

費

無
料

※
詳
し
く
は
、
吉
野
川
保
健
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

吉
野
川
保
健
所

蕁
濆
１
１
１
４

蕭
澤
１
７
６
０

今
年
７
月
に
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
る
第
２１
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
か
ら
、
牛
島
第
２
投
票
区

(

上
浦
地
区)

の
投
票
所
を
、
上
浦

幼
稚
園
か
ら
上
浦
公
民
館
（
鴨
島

町
上
浦
４
５
０
番
地
６
）
に
変
更

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会蕁

澤
２
２
１
１

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
た
め
に

徳
島
県
肥
料
等
の
大
量
施
用
等

の
防
止
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ

れ
、
５
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
条
例
は
、
不
当
に
大
量

な
肥
料
等
の
施
用
や
保
管
を
防
止

し
、
農
地
な
ど
や
周
辺
環
境
の
保

全
を
図
り
、
農
地
な
ど
の
持
続
的

な
利
用
に
よ
る
生
産
力
等
の
確
保

を
図
る
目
的
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

た
い
肥
や
土
壌
改
良
資
材
な
ど

に
つ
い
て
一
定
の
「
基
準
量
」
を

超
え
る
施
用
や
保
管
を
行
う
と
き

は
、
事
前
（
２５
日
前
ま
で
）
に

「
施
用
計
画
」
の
届
け
出
が
必
要

▼
第
２
ス
テ
ー
ジ
／
１０
月
中
下
旬

か
ら問

い
合
わ
せ

人
事
院
人
材
局
企
画
課
制
度
班

蕁
０
３（
３
５
８
１
）０
７
５
５

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

６
月
１８
日
豺
、
７
月
２
日

豺
・
９
日
豺

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

６
月
１３
日
貉
、
７
月
１１
日

貉午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

蕁
濆
２
１
６
６

試
験
区
分

行
政
事
務
・
税
務
・

機
械
・
土
木
・
林
業
・
皇
宮
護
衛

官
・
刑
務
官
・
入
国
警
備
官

受
験
資
格

昭
和
４２
年
４
月
２
日

〜
昭
和
５３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方採
用
予
定
数

全
区
分
合
計
で
１

０
０
人
程
度

採
用
予
定
日

お
お
む
ね
平
成
２０

年
４
月
１
日

受
付
予
定
期
間

６
月
２６
日
貂
〜

７
月
３
日
貂

試
験
日
程
等

第
１
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
高
等
学

校
卒
業
程
度
の
問
題
が
出
題
さ
れ

ま
す
。
第
１
ス
テ
ー
ジ
通
過
者
は
、

面
接
な
ど
の
試
験
を
行
う
第
２
ス

テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

【
試
験
日
程
Ａ
】

行
政
事
務
・
税
務
・
機
械
・
土

木
・
林
業

▼
第
１
ス
テ
ー
ジ
／
９
月
９
日
豸

▼
第
２
ス
テ
ー
ジ
／
１１
月
上
旬
か

ら【試
験
日
程
Ｂ
】

皇
宮
護
衛
官
・
刑
務
官
・
入
国
警

備
官

▼
第
１
ス
テ
ー
ジ
／
９
月
９
日
豸

と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
準
量
を
超
え
る
施
用
等
を
行

お
う
と
す
る
場
合
は
、
施
用
計
画

等
を
県
に
届
け
出
る
必
要
が
あ

り
、
県
は
、
農
地
等
の
保
全
を
損

な
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
す
れ

ば
計
画
の
変
更
ま
た
は
中
止
の
指

導
な
ど
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
処

置
を
行
う
も
の
で
す
。

施
用
計
画
に
基
づ
き
肥
料
等
を

投
入
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
処

理
（
す
き
込
み
等
）
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課

蕁
澤
２
２
２
８

県
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課

2007年（平成19年）6月13日

広報よしのがわ11

牛
島
第
2
投
票
区
投
票
所

を
上
浦
公
民
館
に
変
更

5
月
1
日
か
ら
徳
島
県
肥

料
等
の
大
量
施
用
等
の
防

止
に
関
す
る
条
例
が
施
行

○条例で定める施用・保管量 
10aにつき累積11tを超える量または10aにつき年間
施用の窒素成分量が100裴を超える量 

◆牛ふんたい肥 

汚 泥 肥 料  

木質系資材 
（樹皮、チップ等） 

たい肥および
動物の排せ
つ物 

◆豚ふんたい肥 

◆鶏ふんたい肥 

◆スダチ絞りかすたい肥 

10aにつき年間50立方メートルを超える量 

10aにつき年間13tを超える量 

10aにつき年間7tを超える量 

10aにつき年間5tを超える量 

10aにつき年間7tを超える量 

◆または10aにつき年間施用の窒素成分量が100
裴を超える量 

募
集

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者

選
考
試
験
（
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
試
験
）

相
談

巡
回
職
業
相
談

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座



る
ん
る
んコ

ン
サ
ー
ト

出
演
者

未
定

と
き

６
月
２４
日
豸
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu
.o
r.jp
/kam

o
ji

m
a
/m
achico

n/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

蕁
濆
３
７
２
５（
鎌
田
）

と
こ
ろ

こ
う
つ
の
里
（
山
川
町
）

対
象
者

小
学
校
３
年
生
以
上
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者
は

送
迎
の
み
も
可
）

定
員

各
４０
人
（
先
着
順
）

服
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、

運
動
靴

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

植
　
物

午
前
中
に
周
辺
の
植
物
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

６
月
１７
日
豸

７
月
１５
日
豸

五
九
郎
ま
つ
り
は
、
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
大
活
躍
し
、
日
本

演
芸
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
鴨
島
町
出
身
の
喜
劇
役
者
、
曽

我
廼
家
五
九
郎
の
業
績
を
た
た
え

開
催
さ
れ
る
お
祭
り
で
す
。
Ｊ
Ｒ

鴨
島
駅
前
通
り
を
歩
行
者
天
国
に

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

と
き

６
月
３０
日
貍

午
後
６
時
〜
１０
時
（
雨
天
時
は
７

月
１
日
豸
に
順
延
）

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通

り
問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
観
光
協
会
（
市
商
工
観

光
課
内
）

蕁
澤
２
２
２
６

中
心
と
し
て
、
薬
物
乱
用
防
止
の

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
、
国
連
支

援
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き

６
月
２３
日
貍

午
前
１１
時
〜
正
午

と
こ
ろ

キ
ョ
ー
エ
イ
セ
レ
ブ

店
、
マ
ル
ヨ
シ
セ
ン
タ
ー
鴨
島
ア

ク
ア
シ
テ
ィ
ー
店

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

だ
れ
で
あ
っ
て
も
い
っ
た
ん
薬

物
乱
用
に
走
っ
て
し
ま
う
と
、
中

枢
神
経
（
脳
）
が
侵
さ
れ
、
そ
の

弊
害
が
一
生
つ
い
て
ま
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
、
地
域
社
会
を
も
巻
き
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
身
近
な
地
域
社

会
か
ら
、
一
度
た
り
と
も
薬
物
乱

用
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
作
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
薬
物
乱
用
問

題
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

吉
野
川
保
健
所
で
は
、
平
成
６

年
度
か
ら
「
薬
物
乱
用
防
止
鴨
島

地
区
協
議
会
」
を
設
立
し
、
薬
物

乱
用
防
止
指
導
員
が
一
致
団
結
し

て
啓
発
を
中
心
と
し
た
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所

蕁
濆
１
１
１
４

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
３
時

費
用

諸
雑
費
５
０
０
円

昼
食
代
７
０
０
円

準
備
物

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
筆
記
用

具
、
は
さ
み
、
新
聞
紙
５０
枚

※
各
自
で
す
で
に
採
集
し
て
い
る

標
本
の
名
前
も
調
べ
ま
す
。

昆
　
虫

午
前
中
に
周
辺
の
昆
虫
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

７
月
１
日
豸

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時

費
用

標
本
箱
３
５
０
０
円

諸
雑
費
　
５
０
０
円

昼
食
代
　
７
０
０
円

※
採
集
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
各
自
で
す
で
に
採
集
し
て
い

る
虫
の
名
前
も
調
べ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

こ
う
つ
の
里

蕁
瀚
５
５
０
６

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
５

吉
野
川
保
健
所
管
内
の
中
学

生
、
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
等
を

ろ
う
そ
く
の
あ
か
り
の
も
と
、

自
然
環
境
と
共
生
す
る
大
切
さ
を

感
じ
ま
し
ょ
う
。

参
加
で
き
な
い
方
も
各
家
庭
で

電
気
を
消
し
、
少
し
の
時
間
ゆ
っ

た
り
過
ご
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き

６
月
２２
日
貊
午
後
７
時
〜

９
時
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
（
山

川
町
前
川
）

問
い
合
わ
せ

譖
吉
野
川
青
年
会
議
所

蕁
濆
８
７
２
５

2007年（平成19年）6月13日

広報よしのがわ 12

催
し

五
九
郎
ま
つ
り

昨年の五九郎まつりの様子

1
0
0
万
人
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
in
吉
野
川

〜
で
ん
き
を
消
し
て

ス
ロ
ー
な
夜
を
〜ろうそくの優しいあかりに包まれよう

第
95
回
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト

自
然
教
室
の
ご
案
内

薬
物
乱
用
防
止
活
動

「
6
2
6
ヤ
ン
グ
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」



昨
年
度
の
鴨
島
公
民
館
来
館
者

数
は
５
万
２
３
３
０
人
で
し
た

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
利
用
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

皆
さ
ん
に
親
し
み
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
公
民
館
づ
く
り
を
し
、
吉
野

川
市
の
活
性
化
に
役
立
つ
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

映
画
「
武
士
の
一
分
」
上
映

と
き

６
月
２３
日
貍
①
午
前
１０
時

３０
分
②
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

前
売
り
券

１
０
０
０
円

当
日
券

一
般
１
３
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
・
６０
歳
以
上
１
０
０

０
円ヒ

ダ
ノ
修
一
ス
ー
パ
ー
太
鼓

コ
ン
サ
ー
ト

貧
困
や
飢
餓
に
苦
し
む
方
の
支

援
を
目
的
と
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
収
益
は
、
ザ

ン
ビ
ア
共
和
国
で
の
国
際
協
力
活

動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き

７
月
１５
日
豸

開
場
午
後
２
時

開
演
午
後
２
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

前
売
り

３
０
０
０
円
、

当
日
３
５
０
０
円

準
備
物

新
聞
紙
、
は
さ
み
、
ご

み
袋
（
お
花
代
は
実
費
）

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

吉
野
川
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
の
音
楽
・
舞
踊
等
の
発
表
会

で
す
。

と
き

６
月
２４
日
豸

午
後
１
時
３０
分
〜
５
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

国
際
風
と
緑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
き

７
月
８
日
豸

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

平
成
19
年
度
新
規
開
設
サ
ー
ク

ル
参
加
者
募
集

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務
局

で
６
月
３０
日
貍
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
会
費
以
外
に
実
費
が
必

要
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

期
間

７
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
１０

回
コ
ー
ス

会
費

４
２
０
０
円

募
集
サ
ー
ク
ル

将
棋
や
マ
ー
ジ

ャ
ン
、
筆
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

書
く
、
手
品
を
楽
し
む
、
趣
味
の

ミ
ニ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

蕁
瀚
６
６
１
１

※
各
入
場
券
は
鴨
島
公
民
館
で
販
売

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１

蕭
濆
５
１
１
３

ジ
ョ
イ
ホ
ナ
の
影
あ
そ
び
劇

「
イ
ソ
ポ
さ
ん
の
お
く
り
も
の
」

影
で
表
現
さ
れ
た
舞
台
と
、
見

る
人
の
想
像
力
が
一
緒
に
な
っ
て

作
り
出
す
…

と
き

６
月
２３
日
貍

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

入
場
料

一
般
５
０
０
円
、
小
中

学
生
３
０
０
円
、
幼
児
無
料

主
催

市
文
化
協
会

後
援

市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー蕁

澤
０
０
１
５

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

花
の
好
き
な
方
、
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

と
き

６
月
１９
日
貂

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
室
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鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

昨
年
１０
月
に
徳
島
県
で
開
始
し

た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
順
次

エ
リ
ア
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
６
月
２１
日
貅
に
は
、
阿

波
中
継
局
か
ら
も
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
お
お

む
ね
図
に
示
し
た
地
域
の
ご
家
庭

で
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
個
別

に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
に
な
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
２
０
１
１
年
７
月
２４
日
ま
で
に

終
了
し
ま
す
。

※
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き

ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
等
が
必
要
で
す
。

鴨
島
町
な
ど
の
一
部
地
域
で
は

昨
年
１０
月
に
開
始
し
た
徳
島
局

（
眉
山
）
を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
地
形
や
ビ
ル
の
影
響
、

電
波
の
伝
搬
状
況
な
ど
に
よ
り
受

信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

犬は必ずつないで飼いましょう。放し飼いは絶対しないでください。

阿
波
中
継
局
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
始
ま
り
ま
す
！

徳
島
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会

阿波中継局の地上デジタル放送エリア

※エリア内にあっても、地形やビルの影響、
電波の伝搬状況などにより受信できない場
合があります。

問い合わせ

総務省四国総合通信局放送課
蕁089（936）5080



高
齢
者
に
必
要
な
運
動
・
栄

養
・
口
腔
こ
う
く
う

機
能
な
ど
介
護
予
防
に

関
す
る
知
識
や
技
術
を
深
め
、
受

講
後
に
地
域
で
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者

市
内
在
住
で
介
護
予
防

に
関
心
が
あ
り
、
介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
地
域
の
介
護
予
防

活
動
を
推
進
す
る
意
志
を
有
す
る

方

記
載
さ
れ
て
い
る
身
分
証
明
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

法
定
免
除
も
あ
り
ま
す

法
定
免
除
は
、
障
害
年
金
や
生

活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
給
し

て
い
る
方
な
ど
が
届
け
出
を
行
う

と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
も
の
で
、
該
当
に
な
っ
た
日
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
だ
申
請
で
き
て

い
な
い
方
は
、
年
金
証
書
も
し
く

は
保
護
決
定
通
知
書
・
印
鑑
を
ご

持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

保
険
料
の
追
納

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
１０
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ

り
ま
す
。
免
除
等
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て

３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
し

た
期
間
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
追
納

を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

蕁
０
８
８（
６
５
２
）２
８
０
０

市
国
保
年
金
課
　
国
民
年
金
係

蕁
澤
２
２
１
３

免
除
申
請
の
受
付
は
７
月
か
ら

平
成
１９
年
度
の
免
除
申
請
の
受

け
付
け
が
７
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
平
成
１８
年
度
に
全
額
免
除
ま

た
は
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
に
承

認
さ
れ
、
継
続
手
続
き
を
希
望
さ

れ
た
方
は
、
社
会
保
険
事
務
所
で

審
査
が
あ
り
ま
す
。
結
果
の
通
知

が
届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
離
職
な
ど
を
理
由
と

す
る
全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

予
承
認
者
は
、
毎
年
申
請
の
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
ま
だ
間
に
合
い
ま
す

平
成
１９
年
４
月
か
ら
平
成
２０
年

３
月
ま
で
の
学
生
納
付
特
例
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
年
金
手
帳
・
印

鑑
・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

を
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
（
市

役
所
１
階
）
ま
た
は
各
支
所
地
域

課
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
の
方
が
代
理
で
申
請
さ

れ
る
場
合
は
、
代
理
人
の
ご
住
所

の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
運
転
免
許
証
な
ど
、
住
所
が

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
地
域
福
祉
課

蕁
澪
６
６
２
７

募
集
人
員

３０
人
（
先
着
順
）

実
施
場
所

山
川
公
民
館

参
加
費

無
料

募
集
期
間

６
月
１８
日
豺
〜
２９
日
貊

申
込
方
法

地
域
福
祉
課
地
域
支

援
係
（
川
島
庁
舎
１
階
）
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

準
備
物

筆
記
用
具

※
運
動
実
施
時
に
は
バ
ス
タ
オ
ル

を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
…

地
域
で
自
主
的
に
介
護
予
防
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
り
、
介
護
予

防
教
室
等
の
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
身
近
な
高
齢
者
の

介
護
予
防
へ
の
協
力
、
地
域
の
介

護
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
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介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

（
基
礎
編
）
育
成
講
座
の

受
講
生
募
集

〜
地
域
で
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
〜

実施日時 

7月  5日貅 
午後1時30分～4時 

 
8月  2日貅 

午後1時～4時30分 

７月20日貊 
午後1時30分～4時 

講　　座　　内　　容 

蘆開講式　　　　　蘆なぜ、地域で介護予防が必要か 
蘆高齢者のこころとからだの特徴　講師：さくら診療所　吉田修院長　　　 
蘆介護予防体操をやってみよう※ 

蘆認知症を学び地域で認知症の高齢者を支えよう 
蘆阿波おどり体操をやってみよう※　講師：徳島大学 大学開放実践センター　田中俊夫教授 

蘆食べる楽しみ、こんな食事を取っていますか 
蘆吉野川市介護予防事業について 
蘆口腔ケアについて　講師：谷本歯科医院　谷本良司院長 
蘆地域における介護予防サポーターの役割「～自分たちが地域でできること～」　蘆閉講式 

国民年金
だより
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カミ 
カミ カミ 

カミ 

むし歯菌 

時　間 

むし歯 歯 糖　質 

むし歯を作る 
4つの条件 

健康コラム 

　お子さんのお口の健康状態はいかがでしょうか。いろんなもの
を喜んで食べますか。むし歯はありませんか。口の健康は、これま
での食事や間食など食生活習慣の結果が現れやすいところです。
改めて食事や生活のリズムを見直す機会を持っていただければと
思います。 

対 　 象 　 児  
平成17年9月1日～12月31日生まれ 
平成18年1月1日～  4月30日生まれ 
平成18年5月1日～  8月31日生まれ 

実 　 施 　 期 　 間  
平成19年  6月1日～  8月31日 
平成19年  9月1日～11月30日 
平成19年12月1日～平成20年2月28日 

①フッ素で歯の質を強くする 
 
②歯みがきでむし歯菌をできるだけ減
らす 
 
③むし歯菌の大好きな甘いものをとり
すぎないように、食事や間食の内容に
気をつける 
 
④間食をだらだら何回も食べたり、甘い
飲み物をとりすぎたりしないように
気をつける 

※対象のお子さんには、個人通知します。 

　吉野川市では、1歳6か月児健診・3歳6か月児健診で歯科検診、歯みがき相談、栄養相談を実施
しています。また、むし歯予防の一つとして市内歯科医療機関に委託してフッ素塗布もおこなっ
ています。ぜひ受診していただき、お子さんの歯と口の健康を守ってあげてください。 

むし歯を予防するためには！ 

平成19年度フッ素塗布のお知らせ 

問い合わせ・相談　市健康推進課 蕁　661525

6月4日から10日は歯の衛生週間です 
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　平成19年度最後の健診ですので、今までに健診を受けていない方はこの機会に必ず健診を受けましょう。 

健　診　項　目 

健 診 日 

名　　　　　称 

吉野川保健所 

麻植協同病院 

岡本薬品 

㈲杉山薬局 

阿波病院 

ますだ薬局 

㈲笠井中央エスエス薬局土成支店 

西部総合県民局  美馬保健所 

所　　在　　地 

吉野川市鴨島町鴨島106－2 

吉野川市鴨島町鴨島252 

吉野川市山川町堤内49－2 

名西郡石井町石井字石井456－1 

阿波市市場町市場岸の下175 

阿波市吉野町西条字中小路94－1 

阿波市土成町土成字南原320－2 

美馬市穴吹町穴吹字明蓮23

電　話　番　号 

0883－24－1114 

0883－24－2101 

0883－42－2101 

088－674－1224 

0883－36－5151 

088－696－2129 

088－695－3767 

0883－52－1017

7月  6日貊 

鴨島公民館 

6月22日貊 

実 施 場 所  

申 込 期 限  

受　　診　　方　　法 

基 本 健 康 診 査  基本健診受診券（桃色）の裏面の問診票に必要事項をご記入の上、受診してください。
受診券が届いていない方、紛失された方は健康推進課にご連絡ください。 

過去に肝炎ウイルス検査を受けていない方で、検査を希望する方は、基本健診受診時に
医療機関の受け付けで申し出てください。 

実施期間／6月30日貍まで　※診療時間内に受診してください。　 
実施場所／市内指定医療機関（広報よしのがわ2月号または個人通知の案内をご参照ください） 

40・50・60・70歳の節目年齢の方には、受診券（白色）をお送りしています。裏面の問
診票に必要事項を記入の上、受診してください。 

基本健康診査、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診 
※胃がん検診は、申込者が多数の場合、人数制限を設けることがあります。 

子宮がん検診、骨粗しょう症検診（手の骨のレントゲン撮影)、乳がん（マンモグラフィ併用)・
甲状腺検診　　　※乳がん検診は1日60人までの人数制限があります。 

20歳以上で受診を希望する方は、健康推進課へお申し込みください。受診券をお送りします。 

申し込みされた方に、受診券等をお送りします。 

吉野川市内および近隣市町では次の場所に血清を保管しています。【保管期間：10月31日まで】 

肝 炎 ウ イ ル ス 検 査  

子 宮 が ん 検 診  

午前の健診の受付時間 
午前9時～11時 

午後の健診の受付時間 
午後1時～2時 

成人歯科（歯周疾患）検診 

　平成18年度に基本健康診査を受診した方と、平成19年度中に40歳になる方に、基本健診受診券(桃色)をお送り
しています。その他の方で、受診を希望される方は、受診券をお送りしますので、健康推進課にお申し込みください。
この受診券は、医療機関で基本健康診査を受診する際にご使用いただく券ですので、紛失しないよう大切に保管して
ください。 
　集団健診（総合健診）で基本健康診査を受診される方は別途申し込みが必要となりますので、必ず申込期間中に
お申し込みください。 
　※対象者、健診料金等は、広報よしのがわ2月号（Vol.29）20ページの表でご確認ください。 

6月・7月の各種健診のの各種健診のご案内案内 6月・7月の各種健診のの各種健診のご案内案内 6月・7月の各種健診のご案内 

基本健康診査の受診を希望される方へ 

医療機関健診（基本健康診査・歯科検診・子宮がん検診） 

集　団　健　診（総合健診） 

問い合わせ・申し込み　市健康推進課　蕁澪6615

まむし血清（乾燥まむしウマ抗毒素）保管場所 

● ● 

問い合わせ　徳島県保健福祉部薬務課　蕁088（621）2234● ● 
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6月・7月の健康づくり教室（40歳以上65歳未満の方対象） 

6月・7月の介護予防教室（65歳以上の方対象） 

基本健康診査  結果説明会のお知らせ 

●問い合わせ　市健康推進課　蕁澪6615 

●問い合わせ　市地域福祉課　蕁澪6627 

6  

月 

6 
　
　 

　
月 

7  

月 

健

康

相

談

 

日 
14 
15 
25

曜日 
木 
金 
月 

地区 
山  川 
鴨  島 
鴨  島 

地区 
山  川 
鴨  島 
鴨  島 
山  川 
美  郷 
鴨  島 

場　　　所 
中部農業構造改善センター   
西麻植会館 
上浦地区公民館 

健康づくりの第１歩は自分のからだを知ることから始まります。健診結果から生活習慣改善のヒントを見つけましょう！ 

内　　　容 
 

健 康 相 談・運 動 教 室  

内　　　容 
 

運 動 教 室
運 動 教 室
運 動 教 室
栄 養 教 室
運 動 教 室

健
康
チ
ェ
ッ
ク
 

内　　　容 
介 護 予 防 体 操  
介 護 予 防 体 操  
栄 養 改 善 講 座  
介 護 予 防 体 操  
 
 
介 護 予 防 体 操  
介 護 予 防 体 操  

時　間 
9：30～11：00 
10：00～11：00 
13：30～14：30

日 
3 
5 
13 
17 
18 
19

曜日 
火 
木 
金 
火 
水 
木 

場　　　所 
山瀬地区公民館   
飯尾敷地地区公民館   
喜来老人憩の家   
西川田福祉センター   
中枝老人憩の家   
森山地区公民館 

時　間 
9：30～11：00 
10：00～11：00 
10：00～11：00 
13：30～15：00 
13：30～15：00 
10：00～11：00

地区 
川  島 
美  郷 
美  郷 
美  郷 
川  島 
川  島 
美  郷 
鴨  島 
川  島 

日 
13 
15 
19 
20 
21 

22
 
 
25 
27

曜日 
水 
金 
火 
水 
木 

金
 
 
月 
水 

場　　　所 
川島公民館近久分館 
東部集落センター 
城戸下浦高開集落センター 
中古井広域集落センター 
こだま会館 
鍛冶屋敷公会堂 
上谷集落センター 
知恵島老人憩の家 
川島公民館敷地分館 

時　　　間 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
13：30～14：30 
13：30～14：30 
9：30～10：30

7 

　
　 

　
月 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
 

内　　　容 
 
介 護 予 防 体 操  
口腔（こうくう）ケア 
栄 養 改 善 講 座  
 
 
介 護 予 防 体 操  
 
 
 
 
栄 養 改 善 講 座  

地区 
川  島 
川  島 
川  島 
川  島 
山  川 
川  島 
川  島 
川  島 
川  島 
鴨  島 
川  島 
山  川 

日 
2 

3
 
 

5
 
 
6 

9
 
 

10
 
 
11 
13

曜日 
月 

火
 
 

木
 
 
金 

月
 
 

火
 
 
水 
金 

場　　　所 
川島公民館二ツ森分館 
川島公民館神後分館 
川島公民館 
川島公民館久保田分館 
瀬詰老人会館 
東児島老人憩の家 
川島公民館吉本分館 
立石公会堂 
川島公民館学西分館 
牛島集会所 
川島公民館近久分館 
忌部農業構造改善センター 

時　　　間 
9：00～10：00 
9：30～10：30 
13：30～14：00 
9：30～10：30 
13：30～15：00 
9：00～10：00 
10：00～11：00 
13：30～14：30 
9：00～10：00 
13：30～14：30 
9：30～10：30 
9：30～11：00

川島公民館 
6月19日貂 

午後1時30分～3時  

6月26日貂 
午後1時30分～3時  

6月29日貊 
午後1時30分～3時 

山川公民館 

鴨島公民館 

実施場所 日　　　時 

ふるさとセンター 
（美郷） 

※持参するもの  ・健診結果表（医療機関・日帰りドックを受けられた方） 
・健康手帳 

7月20日貊 
午後1時30分～3時  

7月30日豺 
午後1時30分～3時  

鴨島公民館 

実施場所 日　　　時 



◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
６
、
７
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整

理
日
（
６
月
２９
日
貊
、
７
月
３１
日

貂
）、
７
月
１７
日
貂

◆
お
は
な
し
会

７
月
１４
日
貍

午
後
１
時
３０

分
か
ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

６
月
１６
日
貍
・
３０
日
貍
、
７

月
７
日
貍
・
２１
日
貍
の
午
後
１
時

３０
分
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん

（
６
月
１
日
発
行
）
新
着
図
書
案

内
・
行
事
予
定
な
ど
を
掲
載
。
各

館
・
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館

の
新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行

し
て
い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん

（
山
川
図
書
館
）』、『
新
刊
速
報

（
川
島
図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
６
、
７
月
の
休
室
日

木
曜
日

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
i

n
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilisw

in
g
/w
e
/

o
p
ac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
６
月
１５
日
貊
・
２２

日
貊
・
２９
日
貊
、
７
月
６
日
貊
・

１３
日
貊
・
２０
日
貊
・
２７
日
貊

『
林
住
期
』

五
木
寛
之
著

『
十
日
え
び
す
』宇

江
佐
真
理
著

『
プ
ロ
の
撮
り
方
・
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
風
景
』

ロ
バ
ー
ト
・
カ
プ
ー
ト
著

『
後
藤
田
正
晴
の
遺
訓
』

津
守
滋
著

『
年
に
一
度
、
の
二
人
』

永
井
す
る
み
著

『
救
済
の
彼
岸
』
朝
倉
祐
弥
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『（
紙
芝
居
）
わ
た
し
が
う
ま
れ

る
と
き
』

東
市
子
著

『（
紙
芝
居
）
お
な
か
の
な
か
の

わ
た
し
』

東
市
子
著

『（
紙
芝
居
）
わ
た
し
の
は
じ
ま

り
』

東
市
子
著

『
コ
ケ
ッ
コ
ー
さ
ん
と
は
ら
ぺ
こ
ひ

よ
こ
』

か
ろ
く
こ
う
ぼ
う

著

『
コ
ケ
ッ
コ
ー
さ
ん
と
こ
ろ
り
ん

た
ま
ご
』

か
ろ
く
こ
う
ぼ
う

著

『
お
つ
き
さ
ま
に
ぼ
う
し
を
』

ヤ
ン
・
ユ
ッ
テ
著

『
ま
め
う
し
の
も
も
い
ろ
の
は

る
』

あ
き
や
ま
た
だ
し
著

『
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ィ
ー
ト
』

吉
井
知
代
子
著

『
お
お
か
み
と
７
ひ
き
の
こ
や

ぎ
』

い
も
と
よ
う
こ
著

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
６
、
７
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０

分
か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
汚
れ
し
血
も
て
償
え
』

勝
目
梓
著

『
メ
メ
ン
ト
モ
リ
』福

田
栄
一
著

『
実
例
す
て
き
な
門
と
ア
プ
ロ

ー
チ
』

主
婦
と
生
活
社
編

『
雑
貨
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
』

ア
ッ
プ
オ
ン
著

『
回
転
木
馬
』
柴
田
よ
し
き
著

『
１０
代
か
ら
の
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー

ア
ド
バ
イ
ス
』

明
橋
大
二
著

『
死
の
薬
』

Ｓ
ａ
ｏ
ｒ
ｉ
著

『
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
』

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
著

『
本
を
読
む
子
に
育
て
よ
う
』

多
湖
輝
著

『
デ
キ
る
上
司
』
白
潟
敏
朗
著

『
心
が
な
ご
む
自
然
派
住
宅
の

す
す
め
』

吉
村
良
三
著

『
コ
ー
リ
ン
グ
闇
か
ら
の
声
』

柳
原
慧
著

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
６
、
７
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整

理
日
（
６
月
２９
日
貊
、
７
月
３１
日

貂
）

◆
徳
島
文
理
大
学
生
に
よ
る
七

夕
ま
つ
り
・
お
は
な
し
会

６
月
１６
日
貍
　
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
３０
分
／
図
書
館
２
階

◆
か
え
で
読
書
会
例
会
（
奇
数

月
第
２
木
曜
日
）

７
月
１２
日
貅
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
／
図
書
館
２
階

◆
よ
っ
と
い
で
文
庫
に
よ
る
夏

休
み
お
は
な
し
会

７
月
２１
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分

〜
２
時
３０
分
／
図
書
館
２
階

2007年（平成19年）6月13日
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図
書
だ
よ
り

話
題
の
人
気
シ
リ
ー
ズ

『
西
村
京
太
郎

十
津
川
警
部
シ
リ
ー
ズ
』

『集英社コバルト文庫』

～高校生から大人の方向け～山
川
図
書
館蕁

瀚
５
２
２
２

川
島
図
書
館蕁

澪
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室
（
鴨
島
公
民
館
内
）
蕁
濆
５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
潴
２
８
１
１



平
成
１８
年
度
、
市
青
少
年
育
成

補
導
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
き

た
活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
　
街
頭
補
導
状
況

補
導
総
数
は
１
５
０
人
で
、
昨

年
度
の
１
・
５
倍
で
す
。
中
・
高

校
生
が
全
体
の
８０
％
を
占
め
、
行

為
別
で
は
喫
煙
・
怠
学
が
９０
％
近

い
割
合
と
な
り
ま
す
。

同
じ
人
が
複
数
回
補
導
さ
れ
る

事
例
が
あ
り
、
そ
れ
が
補
導
数
増

加
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
６

年
生
、
中
学

校
２
年
生
、

高
校
２
年
生

を
対
象
と
し

て
携
帯
電
話
に
関
す
る
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
小
学
校
６
年
生
で

約
１４
％
、
中
学
校
２
年
生
で
約

４０
％
、
高
校
２
年
生
で
約
９７
％
の

児
童
生
徒
が
携
帯
電
話
を
所
持
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

携
帯
電
話
は
便
利
な
も
の
で
す

が
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

☆
お
知
ら
せ

６
月
３０
日
貍
午
後
６
時
か
ら
Ｊ

Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り
で
開
催
さ

れ
る
五
九
郎
ま
つ
り
で
は
、
特
別

街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。（
雨
天
の
場

合
７
月
１
日
豸
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

蕁
澪
６
６
２
０
蕭
澪
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/iku
sei

center/

良
交
遊
・
進
路
相
談
・
人
間
関
係

上
の
悩
み
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
し
た
。

３
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

管
内
で
当
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が

あ
り
、
発
信
し
た
不
審
者
情
報
は

２２
件
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
声
か

け
・
追
い
か
け
・
尾
行
が
大
部
分

で
す
。
い
ず
れ
も
下
校
時
間
帯
や

そ
れ
以
降
に
多
く
、
ま
た
一
人
に

な
っ
た
と
き
に
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
継
続
し
て
下
校

時
の
見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
審
者
情
報
は
平
成
１７
年
度
に
は

２８
件
で
し
た
の
で
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
の
皆
さ
ん

に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
の
活
動
成
果
の
現
れ
だ

と
思
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
小
学
校

の
防
犯
教
室
の
実
施
や
「
安
全
・

安
心
対
策
会
議
」
に
参
加
し
、
情

報
の
共
有
化
や
安
全
確
保
に
つ
い

て
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

時
間
別
で
は
、
下
校
時
以
降
に

集
中
し
、
場

所
別
で
は
駅

構
内
、
量
販

店
等
が
多
い

の
が
特
徴
的

で
す
。

２
　
相
談
活
動

相
談
受
理
総
数
は
２３
件
で
し

た
。
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

が
２１
人
で
そ
の
大
部
分
で
す
。
ま

た
相
談
依
頼
者
は
、
家
庭
・
学

校
・
本
人
が
そ
の
大
部
分
で
し

た
。
相
談
内
容
は
、
い
じ
め
・
不

2007年（平成19年）6月13日
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※
累
計
は
1
月
か
ら
の
も
の 平成19年5月１日現在 

市民のうごき 

住民基本台帳（前月比） 

計 
男 
女 
世帯数 

※65歳以上 
　　計 12,803人　男 5,244人　女 7,559人 

46,279 
21,989 
24,290 
17,057

（－16） 
（－  6） 
（－10） 
（＋24） 

人 
人 
人 
世帯 

（＋15） 
（＋  6） 
（＋  9） 
（＋13） 

350 
63 
287 
331

人 
人 
人 
世帯 

外国人登録（前月比） 

〈 人 権 相 談 〉 

飯尾敷地コミュニティセンター 
川島庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
 
市役所1階相談室 
美郷庁舎会議室 
山川庁舎会議室 
川島公民館会議室 
市役所1階相談室 
 
市役所1階相談室 
市役所1階相談室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 

 
9：00～12：00 
13：00～16：00 
10：00～12：00 
13：00～16：00 
9：00～12：00 

 
10：00～12：00 
10：00～12：00

7月12日貅 
7月17日貂 
8月  9日貅 

 
6月14日貅 
6月21日貅 
7月  2日豺 
7月  3日貂 
7月12日貅 

 
6月15日貊 
7月20日貊 

〈 行 政 相 談 〉 

〈司法書士会による無料法律相談〉 

今
月
の
納
税 

市 

・ 

県
民
税 

納
期
限 

第
１
期 

7
月
2
日
豺 

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動 

火 災  

救急出動 

1件 3
月 

累
計
 

6件 

149件 3
月 

累
計
 

402件 

青
少
年
育
成
補
導

活
動
の
概
要
に
つ
い
て

携
帯
電
話
に
関
す
る

実
態
調
査

犬
を
さ
わ
っ
た
よ

川
田
中
小
学
校
　
む
か
い
　
た
か
し
　

犬
を
さ
わ
っ
た
よ

犬
を
さ
わ
る
と
　
ふ
わ
ふ
わ
　
気
持
ち
よ
い

ワ
ン
ワ
ン
ほ
え
る
け
ど

一
回
さ
わ
っ
た
ら
　
ぼ
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6・7月 
休日・夜間在宅当番医表 ●平日／17時～23時　●休日／8時～23時 

※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。 
●○印は、休日診療日です。 
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。 
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確認
の上、ご利用ください。　　 ●問い合わせ／市健康推進課蕁澪6615

医　院　名 

和 田 耳 鼻 咽 喉 科  

梶 本 胃 腸 科 内 科  

石 原 小 児 科  

大 久 保 診 療 所  

矢 田 医 院  

糸 田 川 眼 科  

古 本 胃 腸 科  

後 藤 田 外 科  

四 宮 医 院  

渡 辺 医 院  

美 摩 病 院  

杉 山 医 院  

鴨 島 病 院  

富 本 医 院  

工 藤 内 科 医 院  

電話番号 

24－2566 

24－2413 

24－2388 

24－1703 

25－2006 

24－2531 

24－7377 

24－2720 

25－2016 

24－7177 

24－2957 

25－2802 

24－6565 

42－3123 

42－3113

6月 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27

7月 

23 

20 

24 

25 

 

26 

27 

28 

 

31 

30

医　院　名 

島 野 外 科 内 科  

高橋皮膚科クリニック 

井 内 内 科  

谷 医 院  

杏 和 医 院  

中西内科クリニック 

タ ナ カ 医 院  

鴨島耳鼻咽喉科  

いぬい産科婦人科クリニック 

リバーサイドクリニック岡田 

筒 井 クリニック  

石原内科循環器科 

グリーン耳鼻咽喉科 

森 住 内 科 医 院  

麻名内科外科クリニック 

電話番号 

25－3060 

24－5122 

24－3070 

42－2353 

22－0333 

42－6755 

22－1800 

24－8070 

22－1230 

24－8884 

24－3300 

24－2536 

24－2488 

22－3010 

26－0020

6月 

28 

29 

30

7月 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12

医　院　名 

山下耳鼻咽喉科クリニック 

さ く ら 診 療 所  

鈴木内科（敷地） 

阿 部 整 形 外 科  

かなめ小児科内科クリニック 

三木リハビリテーション病院 

岡田医院（川島） 

糸田川クリニック 

鈴木内科（喜来） 

岸 整 形 外 科  

◎小児救急医療体制…日曜日の9時～18時、

小児科専門医が診てくれます。 

●麻植協同病院 

●阿波病院（第1・3・5週だけ） 

 

 

蕁濆2101 

蕁濺5151

電話番号 

42－7533 

42－5520 

24－5880 

24－4880 

26－0310 

42－6616 

25－3566 

24－7555 

24－3413 

25－3133

6月 

 

7月 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

21 

22 

29

２
〜
３
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に
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民
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祭
の
特
集
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ジャズと邦楽邦楽コンサート ジャズと邦楽邦楽コンサート ジャズと邦楽コンサート （国文祭プレイベント） 
第11回  マウントこうつジャズフェスティバル 

●と　き　7月15日（日） 
午後1時開演（午後6時20分終演） 

●ところ　吉野川市 アメニティセンター（山川町） 
●入場料　無　料 

ジャズバンドや和楽器の演奏が繰り広げられます。ぜひお越しください。 

出演バンド・グループ（出演順） 
●県立川島中学校・高等学校音楽部 
●鴨島ウインドアンサンブル 
●原田一美（県企画委員長）講演 
●徳島邦楽集団と公募による一般市民（★） 
●カイナーズ 
●ソルティドッグ 
●カマンベール 
●オールウェイズジャズオーケストラ 

♪問い合わせ♪

市国民文化祭推進係

蕁 22 2236

蕭 22 2246
Eメール
junbishitsu@city.yoshinogawa.lg.jp

★邦楽集団と一緒に箏（こと）や尺八
を演奏する方も募集しています。
（6月29日貊まで）

小学生以上の市民の方で、性別・経
験は問いません。１０月の国文祭本番
でも演奏できます。詳しくはお問い
合わせください。


